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衣服は人聞の動作・運動に対し，多かれ少なかれ障

害を与えている。着眠時は裸体で運動する時よりエネ

ルギー消費量が大きく疲れやすいことは冬季に重い衣

服を清た場合に痛感するところである。

従来衣服の運動生能についての研究には胸部のそれ

に関係のあるスカートに関するものがある。腕の運動に

関係あるものは改良袖の研究において見られる。

私達はキャラコ及びビニロンギャバジンを用いてワイ

シャツ袖・ラグラン袖・二枚袖の上衣を夫々人形(腕の

前後運動測定装置をつけた人形〉に着せて，腕を前後に



上下した時のエネルギー消費量を測定した。尚メリヤス

シャツ・クレープシャツについても行った。その結果，

エネルギー消費量の大小は，シャツ類が最小で，次いで

キャラコのワイシャツ袖>同ラグラン袖>同二枚袖とな

り，ビニロンギャパジンではワイシャツ袖>ラグラン紬

>2枚袖の順序である。そしてキャラコ 2枚袖とビニロ

ンギャバジンのワイシャツ袖とは大差ない結果を得た。
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